
学びが含まれていたと考える。 

 実習事後報告会では、様々なチェックシートや自己評価票にて振り返ることで、新たな知識・視点を獲得したことに繋

がった。「自己評価をかなり高くつけるタイプ」と「自己評価をかなり低くくつけるタイプ」では、全く別の特性や問題点

を持っていると、【表 8】～【表 11】の結果を見ると読み取ることができる。自己評価をかなり高くつけるタイプの学生に

は、「自分はできている」と判断しているわけであるから、現場評価とのズレの原因である「できていないこと」「できな

かったこと」に気づくためにどのような教育方法が有効であるかを検討しなければならない。また、自己評価をかなり低

くつけるタイプの学生には、実際は現場から良い評価を得ているにもかかわらず、自分では「できていない」「できなかっ

た」と判断しているわけだから、そのような学生には、具体的な課題を見つけ一生懸命取り組むように指導する以前の問

題として、自己効力感を高められるような働きかけが必要であると思われる。 

 実習指導に限らず、多様な学生に対応した丁寧な指導が大学教育において求められている。本学のように少人数体制に

よる指導というような方法の提示も良くなされているが、学生の数を少なくすれば教育の質が向上するわけではなく、教

育効果を高めるためには多様な学生のタイプを分析し、それに合った教育方法を準備する必要があるだろう。それは、教

育実習の指導だけに適用するものではなく、その他の指導においても活用できるのではないかと考える。また、実習指導

体制やカリキュラムの充実と連動させて検討する必要もある。さらに、実習および実習指導は養成校だけで実施できるも

のではない。更に効果的な教育方法の検討過程において、現場である様々な施設や園との協働を実現させていくことが今

後の課題である。 

 

藤井美津子 子ども学科准教授・幼児教育 

                                    
 

 

以上の取り組みから、保育内容領の振り返り等の記述を整理し考察してみた。 
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１．はじめに 

 

本学では、本年度から子ども学科１年生において、幼稚

園・保育所・認定こども園・小学校へのインターンシップ

を実施した。このインターンシップの目的は、「子どもや

保育職・教職についての理解を深め、保育士や教諭として

の実践力を養うために、幼稚園・保育所・認定こども園・

小学校の現場での体験的な活動を行い、保育・教育実習や

仕事に対しての心構えや意欲をもつこと」である。 

インターンシップの定義は、2015 年（平成 27年）12月

10 日一部改正された「インターンシップの推進に当たっ

ての基本的考え方」（三省合意）によると、「大学等にお

けるインターンシップ（以下、「インターンシップ」とい

う。）とは、一般的には、学生が企業等において実習・研

修的な就業体験をする制度のことである（中略）我が国に

おいては、インターンシップについては、『学生が在学中

に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行う

こと』として幅広くとらえられている」と示されている。

本学でも、保育士や教員を目指す学生が、保育・教育現場

で就業体験を行うことをインターンシップと捉え、学生の

キャリア形成を図るために、本年度から実施することとし

た。 

国の動向としては、1997 年（平成９年）９月に、当時

の文部省、通商産業省、労働省から「インターンシップの

推進に当たっての基本的考え方」（三省合意）が示され、

これが、日本におけるインターン制度導入と言われている。

その後、1999 年（平成 11年）12月に、当時の文部省から

「初等中等教育と高等教育の接続の改善について」の答申

が出され、学校教育と職業生活の接続改善のための具体的

方策として「キャリア教育」が登場し、インターンシップ

の促進等による体験的活動を重視すること等が求められた。 

そして、2011 年（平成 23年）１月 31日には、文部科

学省から「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の

在り方について」（答申）が出され、幼児期の教育から高

等教育までを通したキャリア教育・職業教育の在り方が示

された。 

その後も、「産学連携によるインターンシップのあり方

に関する調査報告書」（平成 25年３月 経済産業省）

「インターンシップの普及及び質的充実のための推進方策

について（意見の取りまとめ）」（平成 25年８月 文部

科学省）など、インターンシップの普及と推進に向けた方

策が国の施策として実施されてきた（表１）。 

保育士・教員養成段階におけるキャリア形成支援 

－インターンシップの効果的な実施方法を探る－ 

 

    平井 敏孝    伊藤 孝子    藤山 あやか 

Toshitaka HIRAI   Takako ITO     Ayaka TOYAMA 

抄録： 

本学子ども学科では、「子どもや保育職・教職についての理解を深め、保育士や教諭としての実践力を養うために、

幼稚園・保育所・認定こども園・小学校の現場での体験的な活動を行い、保育・教育実習や仕事に対しての心構えや意

欲をもつこと」を目的に、本年度から１年生でインターンシップを実施した。インターンシップの成果として、第１に

保育・教育実習や仕事に対しての心構えや意欲をもつことができたこと、第２に保育・教育実習に向けての課題の明確

化につながったことが挙げられる。課題としては、インターンシップのさらなる効果を求めて、実施日数や期間、１日

あたりの実施時間など、実施方法について検討する必要がある。本年度は、学生アンケートをもとにインターンシップ

の効果的な実施方法を探ったところであり、次年度の実施に生かすとともに、一層成果のあるものとするためにも、今

後インターンシップを受け入れていただく学校園にもアンケートを実施し、「文教インターンシップ」がより互恵性の

ある教育活動になるよう取り組みをすすめたい。 

 

キーワード： 保育者・教育者養成  学校インターンシップ  保育・教育実践力 

 

（17）



  

年 月 関係省庁 内     容 

平成 9年 1月 文部省 「教育改革プログラム」 

インターンシップを支援する取組を総合的に推進することが掲げられる 

平成 9年 5月 閣議決定 「経済構造の変革と創造のための行動計画」 

インターンシップの在り方について関係省庁において早急に検討を行うことが提

言される 

平成 9年 9月 文部省、通商産

業省、労働省 

「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」（三省合意） 

日本におけるインターン制度導入 

平成 11年 12月 文部省 「初等中等教育と高等教育の接続の改善について」（答申） 

キャリア教育の登場 

平成 21年 7月 文部科学省 「インターンシップの導入と運用のための手引き」 

平成 23年 1月 文部科学省 「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申） 

平成 24年度 経済産業省 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査」 

平成 24年度～

26年度 

文部科学省 「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」 

平成 25年 3月 経済産業省 「産学連携によるインターンシップのあり方に関する調査報告書」 

インターンシップの効果について 

平成 25年度 経済産業省 「教育的効果の高いインターンシップの普及に関する調査」 

平成 25年 8月 文部科学省 「インターンシップの普及及び質的充実のための推進方策について（意見のとり

まとめ） 

平成 26年度 経済産業省 「共育型インターンシップの普及に関する調査」 

平成 26年度～

27年度 

文部科学省 「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業【テーマ B】インター

ンシップ等の取組拡大 

平成 26年 4月 文部科学省、厚

生労働省、経済

産業省 

「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方（一部改正）」（三省合

意） 

平成 27年度 経済産業省 「インターンシップ等による産学協働教育のための連携基盤構築に関する調査」 

平成 27年 6月 閣議決定 「日本再興戦略 改訂 2015 －未来への投資・生産性革命－」 

大学等におけるインターンシップの推進 

平成 27年 12月 文部科学省、厚

生労働省、経済

産業省 

「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方（一部改正）」（三省合

意） 

平成 28年 6月 閣議決定 「ニッポン一億総活躍プラン」 

質的効果の高い多様なインターンシップの推進 

平成 28年 6月 閣議決定 「まち・ひと・しごと創生基本方針 2016 

「地方創生インターンシップ」を産官学で推進 

平成 29年 6月 閣議決定 「インターンシップの更なる充実に向けて（議論の取りまとめ）」 

表１：インターンシップの普及及び推進にかかる国の動向 
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表２：平成 29年度 大学等におけるインターンシップ実施状況 （文部科学省） 

「インターンシップの更なる充実に向けて議論の取りまとめ」   平成 29年 6月 16日インターンシップの推進等に関する調査研究協力者会議 より 

・「インターンシップの基本的な考え方と政策等の変遷について」（平成 29 年 10 月 31 日）学生支援企画課キャリア教育室１ 

・「インターンシップの更なる充実に向けて議論取りまとめ」（平成 29 年 6月 16 日）インターンシップの推進等に関する調査研究

協力者会議２より作成 

参加学生数は、単位認定を行うインターンシップと単位認定を行わないインターンシップ

のいずれか又は両方に参加した学生の合計。 

参加率は平成29 年度学校基本調査における各学校種の学生数を基に算出。以下同じ。 

参加学生数は延べ人数。以下同じ。 
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そうした中で、インターンシップを単位認定する大学等

は、平成９年の三省合意から平成 26年までに５倍以上に

増加した（図１）。 

直近の調査では、文部科学省が実施した「平成 29年度

大学等におけるインターンシップの実施状況について」３

によると、「インターンシップ」を実施した短期大学は

270 校で、平成 27年度 300 校と比較して 30 校減少した

ものの、短期大学全体の 80.1％の大学で実施されてい

る。そして、短期大学の参加学生数は 112,688 人、参加率

は 90.9％にものぼる（表２）。この調査の結果を受け

て、文部科学省は、インターンシップを学生が将来設計を

考える機会として一層の推進・普及を提案している。 

保育・教育現場におけるインターンシップについての先

行研究は多い。インターンシップ実施の成果として、成

田・森田（2009）は、「成果の第１は、学生の学びの深ま

りである。（中略）大学の講義での理解に加えて、現場で

実際にかかわった子どもの様子から学生が自分で意味を導

き出そうとする姿勢が育ってきたことは評価できる。（中

略）成果の第２は、自分の保育観をもとうとする姿勢であ

る。保育所では、学生はその場の一員として、子どもの行

動に対して保育者がどういう対応をとるかを受け止め、学

び取っている。」４と考察している。 

広瀬（2013）は、「保育補助活動」は、「長期のインタ

ーンシップ」に類似するものであると述べ、保育補助活動

は、本実習の事前指導として有効であるとして、「観察実

習と違って、保育補助活動は、実際に子どもと関わる機会

が保障されている故に、殆どの学生にとって、目の当たり

にした実践知を、自ら実践し、体得する、ないし、しよう

とする姿勢を身に付け得るものである。保育補助活動を通

じ、学生は子どもや保育者と積極的にコミュニケーション

をとるために何が必要であるかを自分で考え、動こうとす

るようになる。」５と考察している。 

谷口・下里（2018）は、「インターンシップⅠによる効

果の第１としては、学生の保育実習への期待を高めること

である。（中略）第 2としては将来の職業として、保育者

は『かっこいい』と思い保育者になりたいという職業意識

を高めることである。」６と考察している。 

小学校へのインターンシップに関しては、渡邉他（2019）

は、「この学校体験活動（学校インターンシップ）にあた

る観察実習科目をいち早く平成 22（2010）年より教職課

程科目「教育実習Ⅰ」として設置し、運営してきた。大学

が地域連携協定を結んでいる区域の小学校で履修する科目

であり、大学２年次に観察実習を行うというものである。

観察実習の成果として、将来希望する小学校教員という職

業を知る良い機会であり、学校教育や教員志望意識に高ま

りが見られ、キャリアを方向付ける上でも効果があると報

告されている（渡邉他 2013）。」７と述べており、イン

ターンシップは、学生のキャリア支援においても様々な教

育的効果が期待できる。 

そこで、本稿では、本年度子ども学科１年生で実施した

「文教インターンシップ」の実施状況をもとに、保育士養

成コース、小学校教諭養成コースにおけるインターンシッ

プの意義と課題について考察し、本学における効果的な実

施方法について検討する。アンケートの分析にあたっては、

総数が少ないため、率に換算して傾向を述べる場合は、率

そのものの信頼性は低いが、そのことを補完するために学

生の聞き取りを行い、具体的な傾向の把握に努めた。 

 

 

２．「文教インターンシップ」の概要 

（１）目的 

学生が子ども及び保育職・教職についての理解を深め、

保育士や教諭としての実践力を養うために、幼稚園・保育

所・認定こども園・小学校の現場での体験的な活動を充実

させるとともに保育・教育実習を補完することを目的とす

る。 

（２）活動の期間及び時間 

・６月から９月の４ヶ月間に 16時間実施する。 

・１回につき、２時間以上とする。 

・１校園につき５時間以上実施する。 

（３）文教インターンシップの内容 

文教インターンシップの内容は、受入学校園の管理監督

下で、その指示により行うこととし、次の各号に挙げる内

容とする。 

①各教科・領域（特別活動、自立活動）・総合的な学習

の時間等の授業・保育や活動への補助 

②朝の学習や放課後等の時間における学習指導・保育へ

の補助 
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 ③運動会・文化祭等、学校園行事への補助 

④その他、学校園の保育・教育活動への補助 

（４）活動の制限 

次の号に挙げる活動は行わないものとする。 

①インターン生単独による各教科・領域（特別活動、自

立活動）・総合的な学習の時間等の授業・保育や活動

及び配慮を必要とする幼児や児童等への対応等 

②水泳指導、クラブ活動等への指導 

（５）学生への報酬 

文教インターンシップを履修する学生への報酬は、無報

酬とする。また、文教インターンシップに伴う交通費、食

費及びその他経費は、原則としてインターン生の負担とす

る。 

（６）受入学校園の決定 

本学が指定する長浜市内の公私立学校園の中から、学生

の希望により文教インターンシップを行いたい学校園を選

び、それを基に本学で調整した後、本人が学校園で受入承

諾書を受領し、本学に提出することで受入校園の決定とす

る。 

（７）インターン生への支援 

学生に文教インターンシップへの積極的な参加を促すと

ともに、円滑な実施に向けて事前説明会等の必要な支援を

行う。文教インターンシップに係る指導教員は、受入学校

園への訪問等を必要に応じて実施し支援を行うものとす

る。 

 

３．「文教インターンシップ」の実施状況 

（１）アンケート調査の実施 

①時期  事前アンケート：2019 年５月 

     事後アンケート：2019 年 10月・12 月 

②対象  子ども学科 1年生 35名（内 1名は事前アン

ケートのみ回答） 

③回収率 100％ 

 

（２）アンケート結果 

①事前アンケート（５月） 

事前アンケートは、学生がインターン先を決めた直後の

５月に実施した。 

 

 

 

長浜市には、幼稚園９園（公立）、保育所 12園（公立

３園・私立９園）、認定こども園 11園（公立８園・私立

３園）、小学校 26校（公立）があり、学生は交通の便な

どの立地条件も考えてインターンシップ先を選んでいる。 

 

 

 

 

 

インターンシップ先を選んだ理由を尋ねたところ、学校

や園の１日の流れを知りたいと答えた学生が 74％であっ

た。また、学生が選んだ学校園数は、１校園が 12人、２

校園が 23人で、ほぼ 1/3 の学生が複数の学校園でインタ

ーンシップを経験したいと考えている。 

 

問２：あなたがインターン先を選んだ理由は何です

か。（複数回答可） 

問１：あなたのインターンシップ先はどこですか。 

（複数回答可） 

問３：あなたはインターンシップで何を学びたいで

すか。（複数回答可） 
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図２：インターンシップ先

幼稚園の

１日の流

れ, 10%

保育所

の１日

の流れ, 
29%

認定こども園の

１日の流れ,  27%

小学校の

１日の流

れ, 8%

公立園と

私立園の

違い,  8%

大規模校

園と小規

模校園の

違い, 8%

幼稚園と

保育園、

認定こど

も園の違

い, 10%

図３：選んだ理由
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学生の 97.1％が、インターンシップを通して子どもへ

の関わり方を学びたいと考えている。続いて多いのが園や

学校の具体的な仕事内容（71.4％）、保護者への関わり方

（65.7％）、自分の適性（62.9％）である。 

 

 

 

 

 

 

インターンシップの際に、学生が一番不安に感じている

ことは、子どもへの関わり方である。次いで、保護者への

関わり方、自分の適性への不安が高い。アンケートの実施

が入学後間もない５月で、保育・教育内容等について十分

学んでいない時期のために、上記の不安が高いと考える。 

 

②事後アンケート（10月・12月） 

事後アンケートは、対象のすべての学生がインターンシ

ップを終了した 10月と、保育実習を目前に控えた 12月

（インターンシップで学んだことと、保育・教育実習で学

びたいことを 5件法により選択）に実施した。 

 

 

 

 

 インターンシップを経験したすべての学生が、子どもへ

の関わり方を学んだと回答した。続いて多いのが、園や学

校の１日の流れ（55.9％）、園や学校の具体的な仕事内容

（52.9％）、子どもの発達理解（41.2％）であった（図

６）。そこで、さらに、学んだ程度を５件法で尋ねた（図

７）。 

 問４：インターンシップに行くうえで、不安に思う

ことはありますか。（複数回答可） 
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図５：不安に思うこと

問１：あなたはインターンシップで何を学びました

か。（複数回答可） 
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図４：何を学ぶか
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図６：学んだこと
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 ５件法によるアンケートは、保育実習前の 12月に実施

したため、10月時点とは意識の変化が若干あるものの、

子どもへの関わり方については、「あてはまる」「ややあ

てはまる」と回答した学生はともに 47.1％、子どもの発

達理解については、「あてはまる」14.7％、「ややあては

まる」58.8％、園や学校の１日の流れについては、「あて

はまる」32.4％「ややあてはまる」47.1%％、園や学校の

具体的な仕事内容については、「あてはまる」20.6％、

「ややあてはまる」38.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 インターンシップを終えて、さらに学びたいことを尋ね

たところ、一番多かった回答が保護者への関わり方（85.3 

％）である。続いて子どもの発達理解（73.5％）、子ども

への関わり方（61.8％）であった。 

 そして、図４・図６・図８をまとめたグラフが図９であ

る。 
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図７：学んだこと２
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図８：今後さらに学びたいこと
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図９：インターシップでの学びの変容

学びたいこと（5月）

学んだこと（10月）

さらに学びたいこと（10月）

問２：あなたはインターンシップを終えて、今後さ

らに学びたいことは何ですか。（複数回答可） 
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 図９を見ると、インターンシップ前に子どもへの関わり

方を学びたいと考え、インターンシップで子どもへの関わ

り方を学んだと感じている学生は、今後さらに学びたいこ

とが別の課題に変わったといえる。また、園や学校の１日

の流れ、園や学校の具体的な仕事内容、自分の適性につい

ても、５月の時点で学びたいと考えていたことが、インタ

ーンシップで解決し、今後さらに学びたいことでは減少し

たことが伺える。しかし、保護者への関わり方、子どもの

発達理解については、インターンシップで十分な学びにま

で至らず、今後さらに学びたいこととして、学生の課題意

識につながったと考える。 

 

（３）アンケートのクロス集計 

①体験した校園数による学びの違い 

 学生が選択したインターンシップ先は、１校園か２校園

であった。体験した校園数による学びの違いを項目別に表

したのが図 10である。これは、図７を校園数によってク

ロス集計したものである。 

 インターンシップ先が１校園でも２校園でも、子どもへ

の関わり方、保護者への関わり方、子どもの発達理解、自

分の適性については、大きな差異は認められなかった。し

かし、園や学校の一日の流れでは、「あてはまる」と回答

した学生の割合が１校園では 9.1％、２校園では 43.5％、

園や学校の具体的な仕事内容では、「あてはまる」と回答

した学生が１校園では 9.1％、２校園では 26.1％であった。

園や学校の様子を知るには、複数のインターンシップ先を

経験する方が、学びがより広がるといえる。 

 

 

図 10：校園数による学びの違い 

                       （人） 

① 子どもへの関わり方を学んだ  

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

1 園 5 5 1 0 0 11 

2 園 11 11 1 0 0 23 

総計 16 16 2 0 0 34 

 

② 保護者への関わり方を学んだ  

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

1 園 1 1 1 4 4 11 

2 園 1 2 8 5 7 23 

総計 2 3 9 9 11 34 

 

 

③ 子どもの発達理解を学んだ  

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

1 園 1 7 2 1 0 11 

2 園 4 13 6 0 0 23 

総計 5 20 8 1 0 34 

 

 

④ 園や学校の１日の流れを学んだ  

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

1 園 1 7 2 1 0 11 

2 園 10 9 2 2 0 23 

総計 11 16 4 3 0 34 

 

 

⑤ 園や学校の具体的な仕事内容を学んだ  

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

1 園 1 5 5 0 0 11 

2 園 6 8 8 1 0 23 

総計 7 13 13 1 0 34 
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⑥ 自分の適性（保育士や教諭に向いているか）を学

んだ  

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

1 園 1 5 5 0 0 11 

2 園 3 12 7 1 0 23 

総計 4 17 12 1 0 34 

 

 

②体験した日数による学びの違い 

 学生は、インターンシップ全 16時間を、自分の都合に

合わせて実施している。そのため、インターンシップを体

験する日数は学生によって、２日から６日であった。 

 体験した日数による学びの違いをクロス集計したもの

が、図 11である。こちらも図 10同様に処理をした。 

（注：６日間体験した学生は２名のため、比較検討の対象

から除く） 

 子どもへの関わり方では、「あてはまる」と回答した学

生の割合は、２日 61.5％、３日 37.5％、４日 36.4％であ

った。また、保護者への関わり方で「あてはまる」と回答

した学生は、２日 15.4％、３日 0.0％、４日 0.0％であっ

た。そして、子どもの発達理解については「あてはまる」

と回答した学生は、２日 23.1％、３日 12.5％、４日

9.1％であった。 

子どもへの関わり方、保護者への関わり方、子どもの発

達理解においては、１日８時間で２日間インターンシップ

を体験したことで、学びを深めた学生が多かった。 

さらに、園や学校の１日の流れ、園や学校の具体的な仕

事内容、自分の適性では、「あてはまる」の回答でばらつ

きがあるものの、「あてはまる」「ややあてはまる」を合

わせると、いずれも１日８時間で２日間インターンシップ

を体験した学生は、それぞれの項目で学びを深めたと捉え

ることができる。 

 １日８時間インターンシップを体験することで、園や学

校の１日の流れがわかり、保育士や教員の子どもや保護者

との関わり等を知ることができるなど、保育・教育の基本

を学ぶことにつながると考える。 

 

 

図 11：日数による学びの違い 

                       （人） 

① 子どもへの関わり方を学んだ 

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

2 日 8 5 0 0 0 13 

3 日 3 4 1 0 0 8 

4 日 4 7 0 0 0 11 

6 日 1 0 1 0 0 2 

総計 16 16 2 0 0 34 

 

 

② 保護者への関わり方を学んだ 

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

2 日 2 1 3 5 2 13 

3 日 0 1 0 4 3 8 

4 日 0 1 6 0 4 11 

6 日 0 0 0 0 2 2 

総計 2 3 9 9 11 34 

 

 

③ 子どもの発達理解を学んだ 

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

2 日 3 5 5 0 0 13 

3 日 1 4 2 1 0 8 

4 日 1 9 1 0 0 11 

6 日 0 2 0 0 0 2 

総計 5 20 8 1 0 34 
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④ 園や学校の１日の流れを学んだ 

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

2 日 6 6 0 1 0 13 

3 日 1 5 2 0 0 8 

4 日 4 4 2 1 0 11 

6 日 0 1 0 1 0 2 

総計 11 16 4 3 0 34 

 

 

⑤ 園や学校の具体的な仕事内容を学んだ 

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

2 日 3 6 4 0 0 13 

3 日 1 4 3 0 0 8 

4 日 3 3 5 0 0 11 

6 日 0 0 1 1 0 2 

総計 7 13 13 1 0 34 

 

 

⑥ 自分の適性（保育士や教諭に向いているか）を学んだ 

  あて

はま

る 

ややあ

てはま

る 

どちらと

もいえな

い 

あまりあて

はまらな

い 

あては

まらな

い 

総計 

2 日 3 7 3 0 0 13 

3 日 0 5 3 0 0 8 

4 日 1 4 5 1 0 11 

6 日 0 1 1 0 0 2 

総計 4 17 12 1 0 34 

 

 

４．考察 

（１）インターンシップの成果 

 インターンシップの成果として、第１に、保育・教育実

習や仕事に対しての心構えや意欲をもつ機会になった。イ

ンターンシップ実施前に学びたいこととして、子どもとの

触れ合いを通して子どもへの関わり方を学びたいと考えて

いた学生（97.1％）全員が、インターンシップを体験して

子どもへの関わり方を学ぶことができた。また、園や学校

の１日の流れ、園や学校の具体的な仕事内容を知ることが

でき、保育士や教諭という仕事への適性についても、イン

ターンシップである程度理解ができたといえる（図 12 

図 13）。 

 

図 12：保育士や教諭に向いていると思いますか （人） 
 

そう思

う 

まあそ

う思う 

あまり

そう思

わない 

そう思

わない 

事前（５月） 4 22 9 0 

事後（10月） 5 21 6 2 

 

図 13：保育士や教諭になりたいですか（人） 
 

そう思

う 

まあそ

う思う 

あまり

そう思

わない 

そう思

わない 

事前（５月） 27 8 0 0 

事後（10月） 23 9 2 0 

 

そして、第２は、学生自身が保育・教育実習に向けての

課題を明確にもつことができるようになったことである。

インターンシップで十分に課題解決ができなかった、保護

者への関わり方や子どもの発達理解については、今後さら

に学びたい課題として、多くの学生が挙げている。 

 保育士養成コースの学生は、１月下旬から保育実習が始

まる。その保育実習の課題として、「インターンシップで

は子どもと遊ぶことはできたが、子どもへの指導の仕方が

わからなかったので、保育実習では子どもの状況に応じた

保育者の援助についてしっかりと学びたい」と記述してい

る。 

これらの姿は、インターンシップの経験を踏まえて保育

実習の課題を設定するなど、自らの課題の明確化につなが

っているといえる。 

 第３の成果としては、インターンシップで学生が学べる

ことと、学びにくいことが整理できたことである。学生が

（26） 保育士・教員養成段階におけるキャリア形成支援



インターンシップを体験する時間は 16時間ではあるが、

その中で学生は子どもへの関わり方や園や学校の１日の流

れを学ぶことができた。また、実施形態としては、１日８

時間の体験をすること、２校園以上の体験をすることが効

果的であることがわかった。特に、１日８時間を２日間イ

ンターンシップに行った学生 13人中 12人が、体験前に園

や学校の１日の流れを学びたいと回答し、そのうち 11人

が学べたと回答した一方、４日間インターンシップに行っ

た学生では、11人中 10人が体験前に園や学校の１日の流

れを学びたいと回答し、そのうち７人が学べたと回答した

という結果もあり、学生が学びたいことに応じて効果的な

日数や時間があることがわかった。これらは、次年度の学

生に伝えていきたい。 

 本年度、初めてインターンシップを実施し、学生が保育

者・教育者を目指すにあたって、主体的に学び、また学び

方を考える機会として有効であることが明らかになった。  

 

（２）今後の課題 

インターンシップの実施方法については、さらなる効果

を求めて、実施日数や期間、１日あたりの実施時間などに

ついて検討する必要がある。 

 本学のインターンシップは、本学が指定する地域の学校

園から、学生がそれぞれの課題に応じて、実施校園を選ぶ。

実施条件としては、６月から９月に合計 16 時間、１校園

につき５時間以上、１回あたり２時間以上という実施期間

及び時間を決めている。そのため、学生が経験する校園数

は１～３校園、実施回数は２～８回となる。 

 学生は、公立園と私立園の違いや、幼稚園・保育所・認

定こども園の違い、学校園の規模による違いなど、それぞ

れの課題に応じて実施校園を決めた。平日は授業でほぼ空

き時間のない保育士養成コースの学生は、土曜日にインタ

ーンシップを体験した学生が多かった。 

土曜日のインターンシップは、登園している子どもの数

が少ない。そのため、異年齢保育が行われている園も多

く、学生の学びは様々であった。土曜日にインターンシッ

プを体験した学生に聞き取りをした結果、次のような意見

があった。 

・少人数の保育であったため、通常の保育での１日の流れ

がわからなかった。 

・少人数の子どもと触れ合うだけに終わってしまった。 

・１つのクラスだけでなく、異年齢の子どもたちに関わる

ことができたので、子どもの発達理解が深まった。 

 また、受け入れ校園に、インターンシップについての意

見や感想を尋ねたところ、次のような意見があった。 

・インターンシップで子どもと関わるには、午前中のほう

がよい。 

・授業の関係だと思うが、夕方 2時間インターンシップに

来た学生は、降園時間で子どもとあまり関われなかった。 

・１日８時間で２日間インターンシップに来た学生は、園

の１日の流れや保育士の仕事など学びが大きかったと思

う。２日間であっても、子どもたちは学生のことをよく

覚えている。 

 こうした意見も踏まえ、次年度のインターンシップガイ

ダンスでは、土曜日のインターンシップのよさと課題等に

ついても学生に伝えたい。そして、夕方２時間のインター

ンシップは避けるなど、実施方法を検討したい。 

 

 

５．おわりに 

本年度、本学が初めて実施したインターンシップにおい

て、参加学生は、子どもや教職・保育職についての理解を

深め、保育・教育実習や仕事に対しての心構えや意欲をも

つきっかけとなった。次年度以降も「文教インターンシッ

プ」を継続する中で、インターンシップの効果を検証し、

現在の条件でのよりよい方策やあり方を探るとともに、正

規の教育課程としての位置づけについても検討を重ねたい。 

インターンシップの推進等に関する調査研究協力者会議

による「インターンシップの更なる充実に向けて議論の取

りまとめ」（平成 29年 6月 16 日）では、 

◯正規の教育課程としてのインターンシップに必要な要

素としては、以下が考えられる。 

①就業体験を伴うものであること 

②大学等において、正規の教育課程の中に明確に位置付

けられた授業科目であること（大学設置基準等に基づ

く単位認定がなされていること） 

③実習の事前に学生・企業双方との目標設定や目的のす

り合わせを行うことや、実習期間中にモニタリングを

行うこと、事後に振り返りを行うことなどを含めて適

（27）



切な学生指導の時間が設けられていること 

④実施後の教育的効果を測定する仕組みが整備されてい

ること 

⑤原則として実習期間が５日間以上のプログラムである

こと 

⑥大学等と企業が協働して行う取組であること 

と、示されている。そこには、「⑤原則として実習期間が

５日間以上のプログラムであること」とあり、実施期間も

含めた検討が今後必要となるだろう。 

 また、本年度は、参加学生のアンケートにとどまり、受

け入れ学校園へは園長会等で意見を聞いただけで、アンケ

ートまでは実施しなかった。次年度は、参加学生へのアン

ケートの蓄積を行うとともに、インターンシップを受け入

れていただく協力校園にもアンケートを実施し、「文教イ

ンターンシップ」がより互恵性のある教育活動になるよう

取り組みをすすめたい。 
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